
エネルギーの選択肢と再処理、高速増殖炉開発の関係	
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「核燃料サイクル政策の選択肢につい
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実用化を前提に、
もんじゅ開発推進。	


•  原子力比率15％を選択する＝六カ所再処理工場継続＋もんじゅ開発継続、と
いうことになっていまいますので、十分注意して下さい。	
  

•  なお、原子炉40年廃炉、新規増設無しだと大体12，3％程度になります。	
  


